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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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奈良女子大学生協

ハロー奈良女生
取り組み概要
日時：4/8 場所：奈良女子大学 教室
組合員の反応：参加した組合員の事後アン
ケートでは「完璧でした！」「大学生活のよ
り詳しい情報や意識すべきことを知ることが
できてよかった。」という意見があった。

POINT.1

第2部で行われたレポート分散会では、学部ごとに異なる成績評価
の特徴やレポートを作成する際のポイントなどについての情報提供が
行われました。この取り組みは、それぞれの学部に在籍する“先輩の
生の声” が強く反映された企画でした。それぞれの学部担当者は可能
な限り、その学部に在籍している学生が行うことで、より実践的なア
ドバイスができていました。また、代理説明をする際には、事前にそ
の学部に在籍している学生から聞き取った内容をもとに説明を行うこ
とで、より確かな情報を提供することができていました。

学部・学科ごとの豊富な情報

POINT.2

企画を通して得た学びを踏まえて、参加者自身で大学生活における
目標を設定しました。参加者が大学生活についての情報を得るだけで
はなく、それらを踏まえてどのような行動をするべきか、目標設定の
時間を設けることで、参加者が自分自身で考えて行動することを促し
ていました。このような工夫により、企画実施後の組合員の生活に繋
がる学びがなされていたといえます。

目標宣言を通した学び推進

背景や概要：新入生が大学での学びを円
滑に行えるよう、学内ホームページの使
い方や学部ごとのレポートの書き方など
の情報提供を行った。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 鈴木英 ] 

Suzuki.Hana@univ.coop

POINT.3

様々な学部に所属する学生らの協力によって企画運営や準備が行わ
れました。学部ごとに異なる情報提供がなされる企画であったことも
あり、企画担当者ではない学生も多く運営として参加する必要があり
ました。そこで、参加者に対する具体的な声掛け方法なども含めた詳
細なマニュアルが作成されていました。
また本企画で使用したスライドなどを掲載した特設ホームページを

作成することで、企画終了後も企画内容の振り返りを自由に行えるよ
うにしていました。

参加者の学びを最大化する準備
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